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これには核酸 とタンパク質が含 まれてお り,異った型の細胞は異ったタンパク質を成
分 としてもっ｡また生物が成長する過程は
(1)細胞の分割
(2) 細胞の分化 (細胞の型が生 じる)
(3) 発生 (development)(構造ができる)
の段階に分かれるが,この過程が正 しく進行するためには, "情報"(遮伝子 )が必要








ゾームと結合する｡そ して, tRNAによりアミノ酸が運ばれてきて,mRNA 上
の情報によりタンパク質が合成 される0
4. 3文字 (A,T,C,Gのうちの)の配列 (遺伝情報のコー ド)が特定のアミノ酸 と




































P(a, b )- M!(M-a)!a!(旦許 )a(卜 豊 )"~a'-
で与えられる｡
ここで,M,m--,f-貰 fixedとすると










M(1+f))"` 1'f'- 某 e-q(1･f) (2･3)
ゆえにb個のnon一Vitalsiteが誤っている分子の次の世代が死滅する確率D(b)は
00
D (b)-1-∑P (a,b)-1-e-q(b)f｡ (2･4)a=0




































p … lim NT(0)-[lim fT(0)]B
T-ナ00 T→0
もし, E … limfT(0)-fT(0)が存在するとすればT-→(X)
E- tim fT(0)-i(lim fT_1(0))-f(E)T→0 T-う∞































































と書 く｡k｡は rate-constantで今 1とするoAiは増大因子で,突然変異 も含めて種 i
がどれだけ一回の増殖で増えるかを示 し,Qiは質因子でその増殖 した種 iのうち何割







































a)の仮定と,Xi-αXi(αは任意の定数)の変換に対 して式 (3･γ)は不変 であるこ
とから, a)の一定値は 1とすることができる｡よって (3･1′)は
N
意 xi-(Wi-E EkXk)Ⅹi･C!1PiPXa (3･lr)
さらに時刻 t-Oで a)が満たされているとして,Vt>0でもこの条件が成 り立つた
めには
N N



















･i- 七三㌦ ≡: t--
Eigenはこの現象が起るのは,Pilが十分小さければ,Wm-MaxWi(1≦i≦N)とな
る種mに対 して常に起ると主張したが,残念なことにこの主張は特別な場合いを除いて























































)i> 12 ･--, スN
このときAを対角化する行列 畳が存在 し戸》
A- SDS~1声》 声》 声》
A-(i.i12tL､10N)
(3･6′)の解は
Z(t)-e皇 tz(o)-e急患A-1tz(o)-seDts-1Z(o)～ ～ ～ 声‡ゴ 芦》 ～
となることが簡単に示せ,成分で表示すれば
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･1-[kB1葦 ]~1-[1+k!2貴]~1- (1･kE;2品 )~1
1 N
～(1宣 = 両 a pkl)-1- (1十 )~1-1
Al(1-Ql)､-1 Al(1-Ql)
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